
 1 

会         議        記         録 

会 議 の 名 称 産業建設常任委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員 佐藤 

日 時 令和２年１月２８日（火曜日） 
開 議   午後  １ 時 ００ 分 

閉 議   午後  １ 時 ５５ 分  

出席委員 ◎小川、○奥野、田中、赤坂、藤本、竹田、菱田 

出席理事者 

【まちづくり推進部】並河部長、関事業担当部長 

［都市計画課]関口課長 [都市整備課]山内課長、信部区画整理担当課長 

[まちづくり交通課]伊豆田課長 [土木管理課]藤本課長、鈴木管理担当課長 

【上下水道部】阿久根部長 

［総務・経営課］西田課長、竹村総務係長、人見水道経営係長 

［お客様サービス課］柴田課長 

［水道課］清水課長 

［下水道課］川勝課長、西田年谷浄化センター所長 

出席事務局 山内事務局長、佐藤主任 

傍聴者 市民１名 報道関係者１名 議員１名（冨谷） 
 
 

会  議  の  概  要 
１３：００ 

 

１ 開議（小川委員長あいさつ） 

  

［事務局主任より日程説明］ 

 

２ 案件 

 

［まちづくり推進部入室］ 

 

［まちづくり推進部長あいさつ］ 

  １３：０４ 

 

（１）亀岡駅北地区周辺事業の進捗状況について 

（まちづくり推進部行政報告） 

 

[所管課長 資料に基づき順次説明] 

  １３：１１ 

 

[質疑] 

＜奥野副委員＞ 

 マルシェの電源整備はどうなったのか。 

＜まちづくり交通課長＞ 

 今、整備が進められている。もともと１，５００キロワットで１７口整備されてい

たが、追加で３０口整備される。３月１日の京都サンガの試合の開幕に合わせて整

備が進められている。 
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＜奥野副委員長＞ 

 使用料はかかるのか。 

＜都市整備課区画整理担当課長＞ 

 条例を含めて検討中である。他市の事例を参考に、１，５００キロワットあたり１

時間１００円で検討している。 

＜まちづくり推進部長＞ 

 他市の事例で、１００円や２００円などがあるので、それらの状況を踏まえて検討

中である。基本的には、少し負担をしてもらうように考えている。 

＜奥野副委員長＞ 

 福知山での花火大会の事故も踏まえて、プロパンガスなどの使用は許可するのか。 

＜まちづくり交通課長＞ 

 マルシェ時に使用する火気などについては、消防署や南丹保健所と協議して進めて

いる。ガスなどは許可申請を出してもらい、当日は消防の点検などが行われる。 

＜奥野副委員長＞ 

 ガスの使用は許可するのか。 

＜まちづくり交通課長＞ 

 申請上問題なければ、許可していく。 

＜赤坂委員＞ 

 電気のブレーカーはあるのか。 

＜都市整備課区画整理担当課長＞ 

 各分電盤の中に備えている。 

＜赤坂委員＞ 

 電気がとぶ可能性があるが、どう対処するのか。 

＜都市整備課区画整理担当課長＞ 

 「１口１，５００キロワットまで使用可能」と伝えて、占用許可を出していく。電

気がとんでもブレーカーで復旧するような体制を確立していきたい。 

＜まちづくり交通課長＞ 

 各事業者に最大出力電力量を記載した電力使用申出書を出してもらい、電気がとん

で他の店に迷惑がかからないように整備していく。 

＜赤坂委員＞ 

 事業所に十分指導するようお願いする。 

＜菱田委員＞ 

 芝生広場などのメンテナンスはどうするのか。 

＜都市整備課長＞ 

 芝生や樹木、草などは委託して管理してもらう。 

＜菱田委員＞ 

 噴水の水の管理は。 

＜都市整備課長＞ 

 循環式になっているが、機器のメンテナンスを委託していく。 

＜藤本委員＞ 

 アンダーパス道路は今年の秋ごろの完成となっているが、何月ごろか。 

＜都市整備課区画整理担当課長＞ 

 ８月ごろには完成したいと組合から聞いている。歩道部を含めて、全ての完成は１

０月上旬を目標に進めている。 

＜竹田委員＞ 
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 ＪＲ側のフェンスの辺りに雑草が一面に生えていて見ばえが悪い。現地確認をお願

いする。 

＜まちづくり推進部長＞ 

 ＪＲとしっかり連携してやっていきたい。 

［まちづくり推進部退室］ 

１３：２６ 

 

 

［上下水道部入室］ 

 

［上下水道部長あいさつ］ 

１３：２９ 

 

（２）水道用水供給事業の創設に伴う条例整備について 

（上下水道部行政報告） 

 

[総務・経営課長 資料に基づき説明] 

  １３：３２ 

 

[質疑] 

＜藤本委員＞ 

 亀岡市における１日の給水能力は。 

＜水道課長＞ 

 千代川浄水場で１日３万３，６００トン、三宅浄水場で１日２万トン、合わせて５

万３，６００トンである。今、１日４万トン弱の水が使われているので、１万トン

以上の余力がある。 

＜奥野副委員長＞ 

 水道用水供給の単価はどのように決定するのか。 

＜総務・経営課長＞ 

 直近の決算数値で出していく。 

＜奥野副委員長＞ 

 供給後の設備のメンテナンスは南丹市で行うのか。 

＜総務・経営課長＞ 

 南丹市が布設工事をされるところは、全て南丹市が行う。 

  １３：３７ 

 

（３）上下水道部庁舎の整備について 

（上下水道部行政報告） 

 

[総務・経営課長 資料に基づき説明] 

  １３：４４ 

 

[質疑] 

＜赤坂委員＞ 

 旧法務局が閉鎖になってから、かなり時間がたっているがなぜか。防水など建物の
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中の現状は見たのか。 

＜総務・経営課長＞ 

 先週、建物の現状を見て配置などの確認は行ったが、防水など詳細については確認

できなかった。 

閉鎖から時間がたっているのは、法務局と財務省の引き継ぎが遅れていたためであ

る。最終移管されたのは、平成３０年１０月ごろであった。２年以上法務局が手続

きをとられなかった。 

＜赤坂委員＞ 

 防水にはお金がかかるので、しっかりとチェックしながら、安く工事ができるよう

にしてもらいたい。 

＜藤本委員＞ 

 耐震化はできているのか。 

＜総務・経営課長＞ 

 平成５年の建築なので、耐震化はできている。 

＜竹田委員＞ 

 移転後、現上下水道部庁舎の土地はどうなるのか。 

＜総務・経営課長＞ 

 移転が決定してから、協議していく予定である。 

 

 

［上下水道部退室］ 

１３：４９ 

 

３ その他 

 

＜小川委員長＞ 

 議会として、「防災・減災」を最優先事項に掲げることが、議会運営委員会で意思

統一されているので、本委員会においても、取り組んでいかなければならないと思

っている。これについて、何か意見はあるか。 

＜赤坂委員＞ 

 とても大切なことなので、各自情報収集などの予習をして話ができたらいいと思う。 

＜小川委員長＞ 

 次回は２月１２日（水）特別議会において委員会を開催する。議案の審査、正副委

員長の選挙等をお願いする。 

１年間委員長として、大変お世話になった。今期できなかったことは、今後につな

げていけたら思う。 

散会 ～１３：５５ 


